
横浜天声キリスト教会　　週報　第 18 巻 43 号（No.715）　　2023 年 10 月 22 日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　イザヤ 53:4-6 　･･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ３０８番　実れる田の面（も）は

*交読文　････････････････ ４１番

*使徒信条　･･････････････会衆一同 

*頌栄　･･････････････････ １７８番　恵みふかきみ神よ

礼拝のための祈り　･･･････ 成田エクレシア：河執事　天声：小林伝道師

賛美　･･･････････････････ １８７番　罪は緋のごと

メッセージ　･･････････････ 緋のように赤い罪を雪よりも白くして下さるイエス様(イザヤ 1:1-20)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･･････････････････ ２０２番　罪・重荷をのぞくは

幸せと成功の宣言文 ････ 会衆一同

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 今週、川合先生と林パスターは韓国コーエンに出席します。

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）

・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）

・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）

・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　まことにイエス様は＿＿の病を負い、＿＿の悲しみをになった。しかるに、＿＿は思っ

た、イエス様は打たれ、神にたたかれ、苦しめられたのだと。しかしイエス様は＿＿のと

がのために傷つけられ、＿＿の不義のために砕かれたのだ。イエス様はみずから懲らし

めをうけて、＿＿に平安を与え、その打たれた傷によって、＿＿はいやされたのだ。＿

＿はみな羊のように迷って、おのおの自分の道に向かって行った。主は＿＿すべての

者の不義を、イエス様の上におかれた。（イザヤ 53:4-6）

　＿＿の神は言われる、「慰めよ、＿＿を慰めよ、ねんごろに＿＿に語り、これに呼ばわ

れ、＿＿の服役の期は終り、＿＿の咎は既に赦され、＿＿の諸々の罪のために二倍の

刑罰を主の手から受けた」。呼ばわる者の声がする、「荒野に主の道を備え、砂漠に

＿＿の神のために、大路をまっすぐにせよ。諸々の谷は高くせられ、諸々の山と丘とは

低くせられ、高底のある地は平らになり、険しい所は平地となる。こうして主の栄光があら

われ、人は皆ともにこれを見る。これは主の口が語られたのである」。(イザヤ 40:1-5)

メッセージの御言葉　イザヤ１章

1:1 アモツの子イザヤの幻。これは彼が、ユダとエルサレムについて、ユダの王ウジヤ、ヨタム、アハズ、ヒ

ゼキヤの時代に見たものである。

1:2 天よ、聞け。地も耳を傾けよ。主が語られるからだ。「子らはわたしが大きくし、育てた。しかし彼らはわ

たしに逆らった。

1:3 牛はその飼い主を、ろばは持ち主の飼葉おけを知っている。それなのに、イスラエルは知らない。わた

しの民は悟らない。」

1:4 ああ。罪を犯す国、咎重き民、悪を行なう者どもの子孫、堕落した子ら。彼らは主を捨て、イスラエルの

聖なる方を侮り、背を向けて離れ去った。

1:5   あなたがたは、なおもどこを  打たれようというのか。反逆に反逆を重ねて。頭は残すところなく病にかか

り、心臓もすっかり弱り果てている。

1:6 足の裏から頭まで、健全なところはなく、傷と、打ち傷と、打たれた生傷。絞り出してももらえず、包んで

ももらえず、油で和らげてももらえない。

1:7 あなたがたの国は荒れ果てている。あなたがたの町々は火で焼かれ、畑は、あなたがたの前で、他国

人が食い荒らし、他国人の破滅にも似て荒れ果てている。

1:8 しかし、シオンの娘は  残された。あたかもぶどう畑の小屋のように、きゅうり畑の番小屋のように、包囲さ

れた町のように。

1:9 もしも、万軍の主が、少しの生き残りの者を私たちに残されなかったら、私たちもソドムのようになり、ゴ

モラと同じようになっていた。

1:10 聞け。  ソドムの首領たち  。主のことばを。耳を傾けよ。  ゴモラの民  。私たちの神のみおしえに。

1:11 「あなたがたの多くのいけにえは、わたしに何になろう。」と、主は仰せられる。「わたしは、雄羊の全焼

のいけにえや、肥えた家畜の脂肪に飽きた。雄牛、子羊、雄やぎの血も喜ばない。

1:12   あなたがたは、わたしに会いに出て来るが、だれが、わたしの庭を踏みつけよ、とあなたがたに求めた

のか。

1:13 もう、むなしいささげ物を携えて来るな。香の煙――それもわたしの忌みきらうもの。新月の祭りと安息

日――会合の召集、不義と、きよめの集会、これにわたしは耐えられない。

1:14 あなたがたの新月の祭りや例祭を、わたしの心は憎む。それはわたしの重荷となり、わたしは負うのに

疲れ果てた。

1:15 あなたがたが手を差し伸べて祈っても、わたしはあなたがたから目をそらす。どんなに祈りを増し加え

ても、聞くことはない。あなたがたの手は血まみれだ。

1:16 洗え。身をきよめよ。わたしの前で、あなたがたの悪を取り除け。悪事を働くのをやめよ。

1:17 善をなすことを習い、公正を求め、しいたげる者を正し、みなしごのために正しいさばきをなし、やもめ

のために弁護せよ。」

1:18 「さあ、来たれ。論じ合おう。」と主は仰せられる。「たとい、あなたがたの罪が「緋」のように赤くても、雪

のように白くなる。たとい、「紅」のように赤くても、羊の毛のようになる。

1:19 もし喜んで聞こうとするなら、あなたがたは、この国の良い物を食べることができる。

1:20 しかし、もし拒み、そむくなら、あなたがたは剣にのまれる。」と、主の御口が語られた。

「論じ合う（יכַכח ח ヤカハ）」：　相互に議論する。結果として、決定する、正当化する、または有罪とする

「緋（י ני シャニー）」：虫（コチニールカイガラムシ）またはその色(紅色、緋色)、それで染められた物שכַ

「紅( ע トォラァ)」：うじ虫（食欲旺盛な）、みみず、赤い幼虫、それらから取れる紅色の染料תולכַ



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝                    礼拝 11:30
English Service　　　          　　         14:30

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～
水曜礼拝

　1部                                           　13:00～
　2部                                           　19:00～
金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

